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「うらわ宿」編集部では、１０月２１日野々

垣会長とともに浦和区瀬ケ崎にお住まいで今

年９７歳になられる医師の肥田舜太郎さんを

訪問し、現在のホットな話題についてインタ

ビューをお願いしました。肥田さんは、今尚、

日本全国各地から講演の依頼を受けて、核兵

器廃絶、原発の危険性、内部被曝の危険性を

訴え続けておられます。紙面の都合で、今回

は原発の危険性について、そして来るべき市

議選での共産党への期待について掲載させて

いただきます。

原発被害から身を守るのは人権を守る闘い
１９４５年８月６日、原爆が投下された場

所から６ｋｍにいた軍医の時から 被爆者で

あると同時に、生々しい被爆者をずっと診て

きた医師として、少しでも長生きさせるとい

う仕事をしてきました。その邪魔をしたのが

米国の占領政策と核の恐ろしさを隠蔽してき

たことです。その二点が私の人生を決定的な

ものにしました。当時そのことを一貫として

追求していたのが共産党しかなかったので、

その時から共産党の立場を支持しています。

目の前に原爆の被害者があらわれて、医師と

して助けなければならない。しかし被爆して

いることはわかっているのに、原因と治療方

法がわからない。前例がないので、何年たっ

てもわからない、誰も教えてくれない、でも

助けなくてはならない、その矛盾にずっと立

たされてきました。アメリカは爆弾をつくっ

た国でありながら、都合の悪いことは隠して

いる。内部被曝についても、害はないとウソ

をつく。そのウソの証拠を立証することがで

きない。わかりやすい形で立証できない。裁

判になっても裁判長から、そんなに熱心に言

うなら証拠を出してください、と言われるが

証拠が出せない。辛いことでした。今ようや

く内部被曝についても国民が徐々にわかって

きました。全国の発電所から核のゴミが出さ

れ、プールにおいておくほかはない。人類は

いま、放射能を前に、核をコントロールでき

るのか、どこまでいってもコントロールでき

ず人類が滅びるかという岐路に立たされてい

ると思います。原子力発電所から出る水と煙

が危険なのです。アメリカの実験でわかった

のですが原発は１００マイル、１６０ＫＭま

では放射線がとどきます。日本では各地の原

発を中心に半径１００マイルの円を描くと日

本全体が原子力発電の危険範囲にすっぽり入

ってしまいます。原発は廃炉にするしかない
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私も、とりうみさん応援に動きます！！
－肥田舜太郎さんから力強いメッセージ－
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のです。

日本人の弱

点は政治家も

企業人も公務

員も多くの場

合、長いものに

まかれるとい

うところです。

自分の命を守

るということ

をもっと大切

にしなければ

なりません。私

はどこの講演

でも、これは人

権を守る戦いであると言い続けています。長

い間感じてきたことですが、日本は人権意識

が乏しいということです。人権を侵された場

合、命がけで人権を守るという意識で語る人

がいない。最近少しは変わってきたと思いま

すが、まだまだです。

人々の心に届く政治を、

とりうみさんに期待します。
足がやや弱りましたが、来る市議選、県議

選には是非私も引っ張り出して下さって結構

です。どこへでも行って応援します。共産党

にはもっともっと伸びていってほしいと思い

ます。ただし、ただ単に革新とか社会主義と

かということではなくて、訴えたいことが、

皆さんに十分伝わる工夫が必要です。安倍内

閣や自民党の政治のさまざまな問題について、

単に予算が削減されたから問題だというだけ

でなく、具体的にどう大変になっているかを

実感して、自分の言葉でどう伝えるのかが大

事だと思います。もし今までの活動で不十分

なところがあったら、そこも素直に反省して、

その上にたって、こういう風にしたいので又

よろしくお願いします、と訴えて歩けば、「Ｎ

Ｏ」という人はいないでしょう。とりうみさ

んは、長年の実績に加えて、今一度その原点

にたって地道に取り組んでいって欲しいと思

います。一緒に歩きますよ。（まとめ 古澤）

来春のいっせい地方選挙まで、残り６ヶ月とな

る、10月19日（日）、とりうみさんの必勝をめざし、

秋の味覚を楽しみながら、大いに語り合いまし

た。本太3丁目のＯさん宅の駐車場をお借りして、

後援会の皆さんの事前の準備・ご協力もあり、

お肉や野菜などの準備は、女性陣が活躍し、男

性陣は、器具の運搬、焼き方等で協力しました。

Ｈ会長の挨拶に続き、とりうみさんから、安倍内

閣の暴走－集団的自衛権の行使容認の閣議決

定、秘密保護法の 12 月施行の閣議決定、消費

税増税、原発再稼働、米軍基地建設の強行、さ

らに「政治とカネ」をめぐる閣僚の辞任など、安

倍内閣と国民との矛盾が大きくなっていると報

告。

また、地元浦和区の取組みや勝利への決意

表明があり、参加者からも激励の発言が相次ぎ

ました。日頃から顔なじみの皆さんが多かった

のですが、ご夫妻での参加もあり、和やかなな

かにも、とりうみさん必勝への意気があがった一

日でした。引き続き、後援会として元町、本太、

駒場の地域要望実現の取組みを行うことを確認

して、散会しました。地域の皆さん、ご協力あり

がとうございました。

バーベキュー大会
元町後援会：関内 筍一郎
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ニュース「うらわ宿」を、地域のふれあい、助

け合いの後援会活動にという思いで、10 月 22

日、午後のひと時を生協領家店集会室において、

うらわ宿領家読者会を持ちました。今回は領家

２、５、６丁目の方をお誘いし、９人の方が参加。

当初お茶会でしたが、ワカサギてんぷらの差し

入れがあり、急遽ビールも入っての楽しいおしゃ

べり会となりました。

うらわ宿の会長である野々垣さんから来春の

一斉地方選挙における鳥海さんの議席回復を

９月１日の防災の日を皮切りに各地で自治会

を中心に防災訓練の行事が行われていることと

思います。今年は８月の広島市土砂災害、台風

１８号、１９号の浸水災害、そして御嶽山の火山

災害と大きな災害が続きました。さいたま市はこ

うした災害を免れていますが、いつ災害にあうか

わかりません。そこで編集部ではさいたま市や

浦和区の防災対策はどうなっているかとりあげ

たいと思い、本太１丁目自治会の防災委員長の

小川さんの協力を得て、さいたま市役所を訪ね

取材してきました。

今回は防災の第一段階として、次の２点を提

案したいと思います。

第一に、災害

対策、防災の基

本は、行政、自治

会、避難施設の

三者の密接な連

携が必要との理

解が大事だと言う

ことです。避難場所はどこか、周辺に避難困難

者はいないか、ケガをした場合はどうやって搬

送するか等、どれをとっても三者の連携がなけ

ればできないことです。地域での避難訓練や防

災訓練には積極的に参加してほしいものです。

地域でのコミュニケーションを良好にしていく元

にもなります。

第二に、さいたま市や浦和区の防災対策がど

うなっているかを知るということです。自治会を

通してでもいいですし、直接市役所や区役所を

訪ねて説明を受けるのもいいでしょう。そして家

庭内で、家族で対策も話し合っておきましょう。

参考にさいたま市、浦和区が発行している主

な資料をあげておきます。

① 「さいたま市防災ガイドブック／家族で

話そう防災のこと」・・・災害発生時どうした

らよいか、前もって準備しておくこと等が書か

れているガイドブック。家庭保存版です。

② 「さいたま市洪水ハザードマップ」・・・河

川が洪水などで氾濫した時の影響範囲など
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「うらわ宿」後援会読書会

領家後援会：針谷 努

特集 －防災対策は大丈夫か－

基本は、行政、自治会、避難施設の三者連携
前地：古澤 英二

の挨拶に始まり、領家の昔話や個人の思い出

等を交えた自己紹介で予定した時間があっと

いう間に過ぎてしまいました。集会室には調理

設備があり、忘年会や新年会もできるねと今

後のつどいにも花が咲きました。

皆さんいろいろな人生経験や趣味をお持ち

であり、知恵や知識、お役立ち情報等を交流し

あい、楽しく・知的に過ごせる地域のおしゃべり

会になればと考えています。

参加された皆さん、お疲れさまでした。
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を地図化したもの。（利根川・江戸川）、（綾瀬

川・元荒川・大落古利根川・新方川）、（芝川）、

（鴨川・鴻沼川）の４つが出されていますが、

浦和区は（芝川）と（鴨川・鴻沼川）が該当し

ます。

③ 「さいたま市浸水（内水）防災マップ」・・・

河川のはん濫でなく、下水道など排水施設

が限度を超えた場合に起きる浸水を地図化

したもの。

これらの資料は区役所で貰えます。また防災

について更に詳しく調べたい場合は、さいたま市

の下記サイトを参照してください。

http://www.city.saitama.jp/001/011/004/index.

html

尚、防災については、後援会としてもひきつづ

き今後の研究課題としていきたいと思います。

防災に関心のある皆様のさまざまなご意見をお

寄せいただければ幸いです。

★街角だより★

鍼・灸・マッサージ専門

おおもり治療院

年を重ねると体にも不具合がおきてきま

す。そんなとき、身近な所で親身な相談、治

療を施してくれるところです。大森嵩久院長

は、浦和北九条の会の若い世話人です。大森

院長は、鍼・灸・マッサージ３種の国家資格

を保有し、全国鍼灸師協会埼玉支部理事です。

在宅訪問治療もやっています。

予約優先制ですので電話予約をするといいで

す。駐車場は、院前に１台分あります。

場所：常盤３－１６－３サクラビル１Ｆ

北浦和駅西口徒歩５分

℡／Fax:048(831)6887
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浦和区後援会ホームページへのアクセス http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/
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さ
い
た
ま
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
が一

０

月
二
五
日
、
さ
い
た
ま
新
都
心
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
主
催
者
側
で
は
昨
年

よ
り
多
い
と
の
こ
と
。
な
ん
と
こ
の
ク

リ
テ
リ
ウ
ム
に
三
億
の
税
金
が
投
入

さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
い
か
ほ
ど
の
経
済

効
果
が
あ
っ
た
か
疑
問
で
あ
る
■
そ

れ
よ
り
も
、
市
民
の
安
全
に
税
金
を
使

用
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。
そ
れ
は
自
転

車
教
育
で
あ
る
。
日
頃
よ
り
『
人
は
右
、

車
は
左
』
の
交
通
ル
ー
ル
の
大
原
則
を

周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
転

車
は
軽
車
両
で
あ
る
の
に
、
平
然
と
右

側
通
行
、
二
人
乗
り
、
携
帯
電
話
で
会

話
、
片
手
で
傘
差
し
、
イ
ヤ
ホ
ー
ン
で

の
音
楽
、
二
人
で
横
並
び
通
行
、
無
燈
、

飲
酒
運
転
と
こ
の
ほ
か
に
も
あ
り
、
い

か
に
自
転
車
乗
り
方
マ
ナ
ー
の
悪
さ

が
目
立
つ
■
小
学
校
で
自
転
車
教
育

を
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
加
え
て
中
高

校
生
に
も
教
育
を
し
て
頂
き
た
い
。
ま

た
市
民
に
は
広
報
さ
い
た
ま
の
紙
面

に
乗
り
方
の
ル
ー
ル
、
歩
行
者
の
ル
ー

ル
を
掲
載
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。
自
転

車
は
身
近
な
乗
り
物
そ
し
て
便
利
な

も
の
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
危
険
も
潜

ん
で
い
る
■
共
産
党
市
議
は
身
近
な

問
題
を
取
り
上
げ
、
住
み
や
す
い
街
づ

く
り
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
は
承

知
し
て
い
る
。
安
心
の
街
、
さ
い
た
ま

市
を
目
指
し
限
り
な
い
応
援
を
し
た

い
も
の
だ
■
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス

の
選
手
を
招
待
し
て
、
は
し
ゃ
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で
い

る
の
は
市
長
、
あ
な
た
だ
け
で
す
。
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金
を
有
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に
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え
と
市
民
と
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産
党

市
議
団
か
ら
糾
弾
さ
れ
ま
す
よ
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

《
幹
》 

 


